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研究成果の概要（和文）：様々な不斉反応へと展開可能な触媒システムを開発するためには、新しいコンセプトに基づ
く触媒反応の開発が重要である。本研究では、酸素を用いる酸化的触媒反応の開発に取り組んだ。その結果、独自に開
発したパラジウム触媒を用いることで、N-Bocオキシインドールのα-ヒドロキシル化反応とヘテロ炭素-炭素結合形成
反応の開発に成功した。

研究成果の概要（英文）：In order to develop catalytic systems that can be applied to various asymmetric 
reactions, the development of catalytic reactions based on new concepts is significant. Here, we have 
successfully developed two distinct aerobic oxidative functionalizations of N-Boc oxindoles including 
α-hydroxylation and oxidative hetero carbon-carbon bond-forming reactions by exploiting use of our 
original Pd complex.

研究分野：有機合成化学
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１．研究開始当初の背景 
	
 酸化反応は、酸化を伴う官能基化により、

分子を高付加価値化させるために欠かせな

い反応である。そのため、酸化反応は全化学

産業プロセスの 30%以上を占めるといわる。
しかしながら、合成化学で一般に用いられる

酸化反応は、p450s で制御される生体系の酸
化反応と比較すると未だ解決すべき課題も

多く残されている。そこで本研究では、空気

中に豊富に含まれる酸素を酸化剤として用

いる触媒的・酸化的分子変換の開発を行った。 
 
２．研究の目的 
	
 これまで我々の研究室では、カルボニル化

合物から生成する金属エノラートと求電子

剤との触媒的不斉反応の開発に取り組んで

きた。本研究では、金属エノラートを基軸と

して新しい反応様式を獲得することを目指

し、触媒的・酸化的エノラートカップリング

反応の開発に焦点を当てた。従来の酸化的エ

ノラートカップリングの多くは、カルボニル

化合物に対して過剰の強塩基と化学的酸化

剤を用いる必要がある。また、分子間反応を

制御することも困難である (図 1)。そこで本
研究では、これらの問題点を克服することを

目指し、酸素雰囲気下、パラジウムエノラー

トを鍵活性種として用いる酸化的炭素–炭素
結合形成反応の開発を行った。 

 
３．研究の方法 
	
 本研究では、オキシインドール類を基質と

して選択した。触媒的フッ素化反応の開発研

究から (Sodeoka, M. et al. J. Am. Chem. Soc. 
2005, 127, 10164.)、本基質はパラジウム触媒
存在下、効率的にパラジウムエノラート種が

生成することが分かっている。また、酸化的

エノラートカップリング反応後に生じる三

級アルコール・四置換炭素は、医薬や生物活

性分子を合成するための有用なビルディン

グブロックになりうる。本研究では、まず酸

素を基質中に取り込むα-ヒドロキシル化反
応 (C–O 結合形成反応) に焦点を当て、反応
条件の最適化・機構解析に取り組んだ。これ

らの知見を基盤に、反応系を段階的に高度化

することを計画し酸化的ヘテロ炭素–炭素 
(C–C) 結合形成反応の開発へ展開すること
を目指した。 
 
４．研究成果 
４．１. α-ヒドロキシル化反応 
	
 これまでに、酸素雰囲気下、過剰量の塩基

と還元剤を用いる N-PMB-オキシインドール
の触媒的不斉ヒドロキシル化反応が報告さ

れている。しかしながら、窒素上に Boc基を
有するオキシインドール 1では、分解反応が
進行するため目的とする 3級アルコールが得
られないことも示されている  (Org. Lett. 
2008, 10, 1593.)。また、高い不斉収率を得る
ためには低温で反応を行うことも必要であ

る (–40 °C)。そこで塩基として機能するパラ
ジウム-µ-ヒドロキソ錯体 (5 mol%) 存在下、
酸素 (1 atm) を酸化剤として用いる 1 のα-ヒ
ドロキシル化反応の検討を行った。まず、フ

ッ素化の最適条件でα-ヒドロキシル化反応
を検討したところ、還元剤を添加することな

く分子状酸素の酸素–酸素 (O–O) 結合が切
断された目的のα-ヒドロキシル化体 2が得ら
れることを見出した (20%収率、43% ee)。条
件検討の結果、目的とするα-ヒドロキシル体
2 を最も収率よく得るためには、溶媒の選択
が重要であった。特に、THFを反応溶媒とし
て用いた場合、81%収率、90% eeの不斉収率
で対応するα-ヒドロキシル体 2を得ることが
できた (図 2: R1=Me, Ar=Ph)。即ち、還元剤
を用いない触媒的不斉α-ヒドロキシル化反
応を見出すことに成功した。 

 
 
４．２. 触媒的・酸化的エノラートカップリ
ング反応	
 

	
 触媒的・酸化的へテロ炭素–炭素結合形成
反応を開発するうえで、鍵となったのはα-ヒ
ドロキシル化反応での副生成物の構造解析

である。即ち、上述のヒドロキシル化反応に

おいて、連続四置換炭素を有する二量体が生

じることが分かった。このことは、反応系中
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図1：　従来の酸化的エノラートカップリング反応
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でラジカル種が生じていることを示唆する。

この反応基質由来のラジカル種とスーパー

オキシドが反応した場合には、C–O結合形成
反応が進行すると考えられる。一方、我々は、

スーパーオキシドを適切なラジカル受容体

でトラップすると同時に活性化することで、

ヘテロ C–C 結合形成反応が進行すると考え
た。本作業仮説に基づき、1 気圧の酸素雰囲
気下、基質の探索を行った結果、N-Boc-オキ
シインドール 1とカテコール 3とのヘテロカ
ップリング反応を開発することに成功した 
(図 3)。本反応では、ホモカップリング生成物
はほとんど生成することなく、高いカップリ

ング選択性及び位置選択性が得られること

が特徴である。また、様々な置換基を有する

N-Boc-オキシインドール類およびカテコール
類に対して有効である。更には、空気中でも

同様のヘテロカップリング反応が進行する

ことも見出すことができた。 
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図3：　酸化的・触媒的へテロカップリング反応
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